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本研究では、生成 AIを活用したパッケージデザインの可能性と課題を検討するものである。 

拡散型モデルを使用し実際に生成 AIを用いてデザインを生成して問題点の解決を図る。 

研究を通じ、生成 AIがもたらすデザイン分野は影響と今後の発展方向について考察する。 
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１． はじめに 

生成 AI は急速に発展し、2030 年には市場規模

が約 14 兆円に達すると予測されている。この技術

はデザイン分野でも活用が進み、特にパッケージ

デザインにおいて消費者の購買意欲を高める可能

性が期待されている。本研究では、生成 AI の仕組

みと応用範囲を概説し、Stable Diffusion モデル

を用いたパッケージデザインの実用性と課題を考

察した。生成 AIはデザイン効率を向上させる一方、

倫理的課題や独自性の喪失リスクも含み、これら

を踏まえた未来の方向性について提案する。 

 

２．生成 AI に関する研究 

生成 AI は、データからパターンを学習し新しい

データを生成する AI 技術である。中でも生成的敵

対的ネットワークは 2014 年に Ian Goodfellow ら

により提唱され、生成ネットワークと識別ネット

ワークが競合することでリアルなデータを生成す

る画期的技術である。以降、DCGAN、StyleGAN、

BigGAN などの派生モデルが開発され、画像生成の

精度や多様性が向上している。 

 

３．研究方法 

本研究では、生成 AI 分野の最新技術であり特に

画像生成において優れている Stable Diffusionを

活用する。拡散モデルの一種である Latent 

Diffusion Model (LDM)を用いており、50 億枚の画

像とテキストペアデータである LAION-5Bで学習さ

れている。その特徴は、高品質で多様な画像を生成

できる点である。これを用いてパッケージデザイ

ン提案手法の開発を目的とし、Google Colab 上で

効率的かつ創造的にデザインを生成する方法を構

築する。まず、プロンプト設計の要素を「指示」「背

景」「入力」「出力」に分類し、デザインスタイルや

色、素材感、キービジュアル、フォントなどを参考

画像と共にモデルに提供する。次に、 Stable 

Diffusion モデルの構成内容として、参考画像の挿

入、画像サイズ設定、プロンプト作成、画像合成、

立方体の展開図の作成、平均色の取得と生成、各面

の画像設定、生成画像の保存を行う。また、生成画

像の合成には Pix2Pix を使用し、難しい要素を反

映した高品質なパッケージデザインを得ることを

目指す。 

 

４．結果 

 上記の内容でプログラミングを実行した結果、

お菓子の箱となる立方体の展開図の中、前面にな

る面にロゴが生成され、その他の面は平均色を生

成し出力した。 

 

５．考察 

 実験結果から浮かび上がった課題について考察

し、解決方法を提案する。まず、シンボルマークが

出力されなかった点については、画像合成の際に
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参考画像からどの部分が重要であるかを明確に指

示しなかったことが原因であると考えられる。こ

れにより、AI が独自の判断でシンボルマークを出

力しなかった可能性が高い。したがって、必ず出力

すべきデザイン要素は、別の参考画像として挿入

し、それを合成して出力するようプロンプトで指

示することが必要である。具体的には、参考画像 1

を大まかなアイデアを示すものとし、参考画像 2

に必須のデザイン要素を含め、プロンプトでそれ

を合成するよう明示することで改善が期待できる。

最後に、文字の出力に関しては、生成 AI が苦手と

する分野であるため、さまざまな改良を試みる必

要がある。最新の Stable Diffusion を使用するこ

とで英語の出力精度は向上するが、ひらがなやハ

ングルなどの出力には依然として課題が残る。そ

のため、パッケージデザインの生成とは別に、文字

を学習させたモデルを構築し、最終的にデザイン

と文字を合成するという、3 段階のプログラミング

構成を考えている。この方法が現状の最善策と考

えられる。いずれにせよ、生成されたデザインに対

して、人間が編集や調整などの後処理が必要であ

る。特に文字の配置やスタイル調整については、手

動での修正を行う方が、最終的な品質の保証にな

る。 

 

６．今後の展望 

本論文では、画像生成 AI によるパッケージデ

ザインの提案について論じてきた。結果として、

シンボルマークの欠如や文字生成の精度に課題が

浮き彫りとなったが、プロンプトの改善や参考画

像の活用により、部分的な解決策を見出すことが

できた。しかし、まだ研究は途上にあり、今後は

文字生成の精度向上や、複雑なデザイン要素の統

合に向けたさらなる改良が必要である。これによ

り、生成 AI を用いたパッケージデザインの実用

化が一層進展することを目指している。 
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